
学校・保育所

学校名
人数（人）

児童等 職員 合計

内浦（うちうら）小学校 ２３ ８ ３１

内浦（うちうら）中学校 ７ ７ １４

青郷（せいきょう）小学校 １５３ ２０ １７３

高浜（たかはま）小学校 ２３５ ２３ ２５８

高浜（たかはま）中学校 ３０２ ３２ ３３４

小計 ７２０ ９０ ８１０

内浦（うちうら）保育所 １３ ４ １７

青郷（せいきょう）保育所 ６７ １６ ８３

高浜（たかはま）保育所 １６１ ３６ １９７

小計 ２４１ ５６ ２９７
合 計 ９６１ １４６ １，１０７

※児童等の人数については、
平成２９年４月１日現在。

高浜町のPAZ内の学校・保育所の児童等の避難

 PAZ内の5つの小・中学校の児童・生徒（720人）及び3つの保育所の幼児（241人）は、警戒事態に
なった時点で授業・保育を中止し、保護者へ引き渡す。

 施設敷地緊急事態になった時点で、保護者への引き渡しができない児童等は、職員とともに福井県

又は高浜町が確保するﾊﾞｽで避難し、避難先において保護者に引き渡す。

 全ての学校・保育所において個別避難計画を策定済。

たか はま ちょう

たか はま ちょう

(1) 避難準備
(2) 児童等の保護者への引き渡し

施設敷地緊急事態

全面緊急事態

引き渡しが出来なかった児童等と職員が共にﾊﾞｽで
避難先施設に避難。

保護者が児童等を引き取り
児童等の
引き渡し

避難の開始

避難の準備

避難先施設
○敦賀市立看護大学 他16箇所（県内避難）
○兵庫県立宝塚高等学校 他21箇所（県外避難）

警戒事態

避難先で保護者へ
引き渡し 27



 PAZ内の医療機関及び社会福祉施設（5施設213人）の全てについて、個別避難計画を策定済みであり、 30km圏外の施設に
おいて、避難先を確保。

 放射線防護対策が講じられた若狭高浜病院及び若狭高浜病院付属介護老人保健施設については、入所者等の避難に必
要な体制が整うまで屋内退避を実施。

 高浜ｹｱｻﾎﾟｰﾄ、青葉苑、高浜つくし寮の入所者については、受入施設の準備及び移動手段の確保が完了した時点で避難を
開始。なお、無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者がいる場合、近傍の放射線防護対策施設に収容。

 何らかの事情で、あらかじめ選定しておいた避難先施設が活用できない場合には、福井県が受入先を調整。

高浜町のPAZ内の医療機関及び社会福祉施設の入所者への対応

＜PAZ内５施設の入所者等の避難の考え方＞避難元施設 避難先施設

番号 施設種別 施設名
入所定員
病床数

1 病院 若狭高浜病院 １１５

2
介護老人
保健施設

若狭高浜病院附属
介護老人保健施設

７０

番号 施設種別 施設名
入所定員
病床数

3 有料老人ホーム
高浜ケアサポート

（であいの郷）
１４

4 生活支援ハウス 青葉苑 ９

5 共同生活援助 高浜つくし寮 ５

番号 施設種別 施設名

1 病院
市立敦賀病院（敦賀市）

国立病院機構
敦賀医療センター（敦賀市）

2
介護老人
保健施設

湯の里ナーシングホーム（敦賀市）

リバーサイド気比の杜（敦賀市）

気比の風（敦賀市）

番号 施設種別 施設名

3
介護老人
福祉施設

常盤荘（敦賀市）

4

5
障害者

支援施設
敦賀市立やまびこ園（敦賀市）
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＜放射線防護対策施設＞

たか はま ちょう

計 １８５人（職員数１５０人）

計 ２８人（職員数 １４人）

わか さ たか はま わか さ たか はま



 高浜町では、在宅の避難行動要支援者639人全ての者について、あらかじめ避難先を決めてあり、
要支援者台帳を整理の上、家族、近隣住民等の協力を得て、避難時の支援者がいることを確認。

 支援者の同行により避難可能な者は、支援者等の車両又はﾊﾞｽ等で避難先へ移動。
 無理に避難するとかえって健康ﾘｽｸが高まる者は、支援者の車両又は県が確保した福祉車両等で、

近傍の放射線防護施設へ移動。

高浜町のPAZ内の在宅の避難行動要支援者への対応

支援者が同行することで避難可能な者

若狭高浜病院、若狭高浜病院付属介護老人保健
施設,原子力研修センター等、7施設支援者の車両、県が確保した福祉車両等で移動

29

わか さ たか はま わか さ たか はま

美浜町保健福祉センター
み はま ちょう

支援者の車両、県が確保した福祉車両等で移動

在宅の避難行動要支援者

たか はま ちょう

たか はま ちょう

１８６人（支援者１８６人）

徒歩等 バス等

一時集合場所
（施設）

旧音海小中学校、内

浦小中学校、青郷小

学校、高浜小学校

４５３人（支援者４５３人）

計 ６３９人（支援者６３９人）

福祉避難所

近傍の放射線防護施設

無理に避難すると健康リスクが高まる者
輸送等の避難準備
完了後、避難を実施

おと み うち

うら せいきょう

たか はま



 舞鶴市では、在宅の避難行動要支援者32人のうち10人は支援者がいることを確認。残る避難行動要支援者につ
いては、支援者の確保に向け調整中。また、支援者を確保できない場合においても、行政職員、自治会、消防職・
団員等の協力により避難等ができる体制を整備中。

 支援者の同行により避難可能な者は、支援者等の車両又はﾊﾞｽ等で避難先へ移動。

 避難行動要支援者の避難先については、「京都府災害時要配慮者避難支援ｾﾝﾀｰ」が舞鶴市と連携の上、避難行
動要支援者の態様に応じて府内の施設を調整・確保。

 無理に避難するとかえって健康ﾘｽｸが高まる者は、支援者の車両又は府が確保した福祉車両等で、近傍の放射線
防護施設へ移動。

舞鶴市のPAZ内の在宅の避難行動要支援者への対応
ま い づ る し

支援者の車両、福祉車両等で移動

無理に避難すると健康リスクが高まる者

支援者の車両、府が確保した福祉車両等で移動
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支援者が同行することで避難可能な者

徒歩・支援者
の車両等

バス集合
場所

西総合会館

明倫小学校
めいりん

避難先施設

障害者支援施設こひつじの苑舞鶴、みずなぎ鹿

原学園、特別養護老人ホームやすらぎ苑、等6施設

まいづる か

わら

まい づる し

支援者等の
車両・バス等

支援者等の
車両・バス等

避難行動要支援者の避難先施設については、京都府災
害時要配慮者避難支援センターが調整

在宅の避難行動
要支援者

計３２人
（支援者１０人）

近傍の放射線防護施設

避難時集結場所

まい づる し

福知山市内の
１２施設

輸送等の避難準備
完了後、避難を実施

２人（支援者２人）

３０人（支援者８人）



PAZ内の観光客等一時滞在者の避難

バス

※地震等により原子力施設に異常が発生し、警戒事態となった場合

帰宅等
の呼び
かけ

施
設
敷
地
緊
急
事
態
発
生

避難要請

一
時
集
合
場
所
に
集
合

＜観光客等一時滞在者の避難の流れ＞

自
宅
等

自家用車等
自
家
用
車
等
に
よ
り

速
や
か
に
帰
宅
等
可

能
な
一
時
滞
在
者

自家用車、観光バスの
ほか、路線バス等公共
交通機関で速やかに帰
宅が可能な一時滞在者

31

路線バス等公共交通
機関が利用できず、帰
宅等に時間を要する一
時滞在者

移
動
手
段
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ず
帰
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等
に
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間
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一
時
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者
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自
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等
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際
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 観光客等一時滞在者については、警戒事態（地震等により原子力施設に異常が発生し、警戒事態となった場合）に

おいて、帰宅等を呼びかける。

 自家用車等により速やかに帰宅等可能な一時滞在者は、警戒事態の段階で、自家用車等にて帰宅等を開始。

 路線ﾊﾞｽ等公共交通機関も利用できない観光客など、帰宅等に時間を要する一時滞在者については、宿泊施設等

に移動し、施設敷地緊急事態の段階で避難を実施。避難の際には、徒歩等により一時集合場所に集まり、福井県

や関係市町が確保した車両により避難を実施。



PAZ内の観光客及び民間企業の従業員の数

＜PAZ内の民間企業（従業員30名以上）の状況＞

 PAZ内の観光施設における日間入場見込み人数は約700人程度、民間企業（従業員30人以上）は
9社（約480人）存在。※

＜PAZ内の観光施設の状況＞

32

地区 民間企業 従業員数
（人）

青郷地区

総合工事業（1社） ４２

家具・装備品製造業（2社） ４２

よう業・土石製造業（1社） ３０

合計 １１４

地区 民間企業 従業員数
（人）

高浜地区

飲食料品小売業（2社） １１５

家具・装備品製造業（1社） ６９

医療業（1社） １２７

社会保険・社会福祉・介護事業（1社） ５２

合計 ３６３

地区名 施設 入場見込人数（人）

福井県

高浜町

高浜地区 城山公園 ５００

内浦地区 五色山公園 １００

計 ６００人

京都府

舞鶴市

松尾地区 松尾寺 １００

計 １００人

※ 高浜町内浦地区及び舞鶴市には、発電所関連企業を除き、従業員30人以上の規模の事業所なし

合計：９社 約４８０人

※1 福井県については入場ピーク時（8月）
の入場者数を基に算定

※2 京都府については平成28年の年間実
績を基に算定

※ 民間企業の従業員については、通勤に使用する自家用車、バスで避難

[合計] ７００人

※高浜発電所関連企業を除く

たか はま

うち うら

まつ お

たか はま

せいきょう

たか はま tちょう

まい づる し

※1

※2

※3 ※3 入場者の９割以上が自家用車を利用

※ 出典：平成26年経済センサス

まつ の おでら

ご しき やま
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